2. 大腿骨頭の循環動態に関する研究(第511回千葉医学会例会 整形外科例会) by 林,道夫
〔千葉医会誌 49，285~292 ， 1973J 
第 511回 千葉医学会例会
整形 	 外
汗斗1 4
Z・
ム 一  
伊j A
日時:昭和 46年 12月5日(日)
会場:千葉大学附属病院屋階大講堂 
1. 	 腔骨に発生せる eosinophilicgranulomα の一例 
0保坂瑛一，松井宣夫(千大)
寺島市郎，平野彰三，堂後昭彦
(千葉市立)
症例は l才女子。昭和 46年4月中旬より右下腿部の
底痛， 腫脹をきたし， 4月 27日千葉市立病院に入院し
たD 全身所見には特に異常は認めない。 X線では右腔骨
上部に比較的境界明瞭な骨破壊像， 定形的 onion-peel
像ではないが層状の著明な骨膜肥厚，内部には嚢胞状変
化を認めた。臨床検査で白血球数の増加，血沈値の軽度
允進およびアルカリフォスファターゼ値の軽度増加をみ
たが，末柏、血液像に eosinophilieは認められず，骨髄
炎および Ewing肉腫を疑い生検をかね病巣掻把を行な
った。病理組織所見では細網組織球の増殖と著明な好酸
球の浸潤，巨細胞，形質細胞などからなる肉芽腫形成を
認め eosinophilicgran ulomaと診断された。 2カ月後
に病巣拡大の傾向をみ，再度の病巣掻把と同時に同種骨
移植を行ない，経過は良好である。本疾患の予後は一般
に良好とされるが 2才以下では難治であるとの報告もあ
り，また Letterer-Siwe病， Hand-Schuller-Christian 
氏病との関連性もあり以後慎重な経過観察を行なってい
きたい。 
2. 大腿骨頭の循環動態に関する研究 
0林道夫(千大大学院)
大腿骨頭壊死，骨頭，頚部骨折あるいは変形性股関節
症など，骨頭血流が障害される骨疾患では，局所血流の
測定が可能であればその検査結果は診断，治療方針の決
定，あるいは予後の判定に重要な指標となる。従来この
分野に脈管造影をはじめ， RIを利用するクリアランス
法， トレーサ一法などが試みられ種々の知見が報告され
ている。われわれは昭和 45年以来，東芝製カテリック
ス，カテーテJレ型半導体放射線検出器を応用し，経皮的
に頚部より骨頭内に検出器を挿入し局所動脈系血流を測
定する方法を試みている。核種は bloodseekerである 
DF 32pを 5μCiJkg静注投与した。本器は従来の GM
管に比べ供給電圧が低いため身体に安全であり，耐久性
が高いという臨床応用上の利点を有しているo施行症例
は無骨性壊死6関節，骨頭頚部骨折 6関節，変股症 18関
節，関節リウマチ 2関節， 対照 4関節， 計 36関節であ
り，今までに得られた知見を報告する。 
3. 87mSr whole body scanningによる骨転移癌の診断
三枝俊夫(千大大学院)
骨ミネラルトレーサーの lつである短・滅期核種 87mSr
は従来より用いられていた 85S r、に比し被曝線量が 200~ 
300分の lと少なく ，r線エネJレギーも{豆くスキャンに
適している。この 87mSrと高速全身スキャンナー(目立
製)による 87mSrwhole scanningを 1969年3月より 
1971年 5月まで癌患者 216症例(うち骨転移患者， 91 
例)に行ないつぎのような結論を得た。
日7mSrwhole body scanning は短時間で全身シンチ
グラムが得られ，患者に苦痛を与えることなく容易に，
全身の bonesurveyを行なうことができるため癌患者
のスクリーニングの手段として最適である。その結果， 
X線上変化の認められない，また無症状のいわゆる潜在
性骨転移を早期に検出することがしばしばであり，転移
性骨腫蕩診断における本法の有用性が認められる。従っ
て乳癌，前立腺癌，肺癌，胃癌など骨転移を起こしやす
い癌患者の術前，術後に routine の検査として本法を
行ない，治療方針をたてる参考とすべきであろう。 
4. 腰椎椎間板症におけるムコ多糖蛋白複合体の変動
-特に臨床的所見との比較検討-
0大木健資(千大) 
5. 脊椎骨粗悪症の研究
一特にその病態についてー 
0佐久川輝章，大井利夫，小林紘一
(上都賀病院)
犬山 隆男(日鉱中央病院)
脊椎骨組震症病態解明のため， レ線写真を中心に上都
